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１　

問１ 導出過程：

答：v0 =

√
GM

r

問２ 説明：

物体系に外力がはたらかないことが条件である。非常に短時間で分裂したので，

その間に重力のする力積は無視でき、運動量保存則が適用できる。

問３ 導出過程：

答： v =

(
1 +

m′

m

)
v0

答：方向 軌道の接線方向

問４ 導出過程：

答：v′ =
r

L
v

問５ 導出過程：

答： r

L
= 2

(
1 +

m′

m

)−2 − 1

問６ 導出過程：

答：
m′

m
<

√
2− 1

問７ 答：
Aの点 Pでの力学的エネルギーに
問１, ３の結果を代入
1

2
mv2 − GMm

r
=

1

2
mv2 −mv20

=
1

2
m
[
(1 +

m′

m
)2 − 2

]
v20 < 0

これから，m′

m
<

√
2− 1を得る。

問８ 説明：

問６の条件を満たさないとき、問７よ
り力学的エネルギーが零または正とな
り、物体 Aは無限の遠くまで運動でき
る。楕円軌道でなくなる。
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